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1. はじめに 

 日本自動車連盟(JAF)と岩手県交通安全実行委

員会は交通事故を減らすために，事故を誘発する

危険な道路とその周辺状況に関する情報を一般

市民から募集し，関連行政へ提言する活動を行っ

ている．本研究は交通提言活動を円滑に行えるよ

うに，電子メールによる投稿情報の表示・管理・

分析を行える地図情報システムの構築・評価を行

う．本システムは，優先度の高い情報の早期把握

と投稿情報審議の円滑化のために，カルテの自動

作成を行い，大量の投稿情報を効率的に処理する． 

 

2. 交通提言投稿システム概要 

 表１は本研究プロジェクトの交通提言投稿シ

ステムの要件を示す 1)．当システムでは，GPS 情

報を持つ画像が送信された場合，その位置情報を

利用して，地図上に投稿内容の登録を行なうこと

ができる．さらに，GPS 情報がない場合，メール

の件名に撮影した画像の住所を記していれば，そ

の住所のジオコーディングによって，地図上への

登録も行なえる．図 1 はシステムの構成を示す．

図 2 はシステムが蓄積した投稿情報を表示する

例である．情報を提供した投稿者にそれぞれ ID

とパスワードを供給され，投稿者の間で互いの投

稿情報を評価することができる．交通提言投稿シ

ステムでは，地図の制御に Google Maps API，Web

サーバに Apache，Web サーバと地図データそし

て投稿者のやり取りには PHP，Ajaxを利用した．

また，データベースの管理はMySQLで行なった． 

 

3. 投稿情報のカルテの作成方法 

 どの投稿情報を優先的に関連行政へ提言する

かは，「道路形状」，「建物の密集度」そして「過

去の投稿情報」の 3 つの項目を考慮する．道路形

状および建物の密集度は，Google Maps より取得

した地図画像情報から道路および建物を抽出し，

計算できる．Google Maps 上の道路および建物は

それぞれ異なった色で表現されるため，これらの

情報の抽出が可能である．ここで，投稿情報にお

ける道路形状とは，当該情報の中心から半径

250m の道路形状のことをいう．同様に，投稿情

報における建物の密集度は，当該情報の中心から

半径 250mの建物が占めた領域の割合を表してい

る．道路の形状が量的データではないため，この

データの数値化が必要である．本研究では道路形

状について，直線道路を 1，T 字路を 2，交差点

を 3 のように数値化する．「道路形状」および「建

物の密集度」の計算は時間を要するため，本研究

 

図 2．投稿した情報を観覧している様子 

 

表１．通提言投稿システムの要件 

要求 実装 

投稿数の増加 メール・Web による投稿システム 

場所特定の容易化 撮影情報の GPS またはメールの件

名の住所をもとに地図への自動登

録 

現場状況確認の容易化 投稿情報からの現場写真の観覧 

投稿情報の 

フィードバック 

投稿情報に掲示板型情報やり取り

を設置 

 

 
図 1．交通提言投稿システムの構成図 
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では事前に対象領域を 250mメッシュごとに分割

し，それぞれのメッシュの中心に当該計算を行な

う．ここで，投稿情報における「道路形状」およ

び「建物の密集度」は当該情報の地点より事前に

計算した最寄りのメッシュ中心の地点のものを

用いる．最後に，過去の投稿情報は，当該情報の

中心から半径 250mに投稿された過去の情報の数

である．式(1)は優先度の高い投稿情報 P の計算

式である． 

 P = a*Road + b*Building + c*Info          (1) 

ただし，Road は道路形状，Building は建物の密

集度，Info は過去の投稿情報である．a〜c はユ

ーザが設定可能な係数である． 

 投稿情報のカルテには「投稿情報とその周辺環

境を示した地図」，「優先度順に抽出した各情報の

特徴」，「投稿情報の種類」の 3 項目が含まれる．

図 3 に出力するカルテの一例を示す． 

 

4. 評価 

 本交通提言投稿システムは2010年12月より日

本自動車連盟(JAF)の会員に限定して，試運転を

行なっている．集まった情報を基に，月ごとの投

稿情報の優先度の集計を行い，これらの情報の審

議を足す．また，GPS 情報の誤差などによって正

確に投稿情報が地図上にプロットされていない

ものも検証し，これらの位置情報の修正も行なう．

図 4 は位置情報を修正するためのインタフェー

スを示す．岩手県交通安全実行委員会による投稿

情報の審議はこれまで年１回行われてきたが，本

システムによる投稿情報の数が増えれば，その会

議の回数も増えると期待される．本稿を執筆した

時点において，十分なデータは収集できていない

が，当日までに収集したデータの分析については，

発表時に報告する予定である． 

 

5. おわりに 

 本研究では，Web GIS を利用して，交通提言活

動を行えるよう「交通提言投稿システム」の構築

を行った．本システムにより，大量に投稿された

情報から，優先度の高い情報を出力でき，審議を

円滑に進めることが可能となる．現在も本システ

ムが稼働しており，本システムに対する意見・要

望を基に，更に利用しやすいシステムへ改善を行

っていく． 
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図 3．投稿情報のカルテの出力例 

 

 
図 4．投稿情報の位置を修正する画面 
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